
Ｑ
考
え
る
人
の
会
の
発
足
の
き
っ

か
け
は
？

Ａ
市
の
職
員
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
立
哨
指
導
し
て
い
る
の

を
見
て
、
い
か
に
ご
み
問
題
が

社
会
的
な
問
題
か
を
実
感
し
、

せ
め
て
自
分
た
ち
で
使
う
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
た

ち
で
き
れ
い
に
使
い
た
い
と

考
え
、
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
仲
間
が
集
っ
て
立
哨
を

始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
今
で
は
、
会
員
数
が
73
人

と
な
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
立
哨
指
導
だ
け
で
は
な
く
、

町
内
会
の
行
事
等
で
も
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
ご
み
収
集
日
に
毎
朝
午
前
６
時

か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

立
哨
し
、
ご
み
分
別
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週

月
曜
日
に
町
内
会
放
送
で
ご

み
分
別
の
啓
発
を
行
っ
た
り
、

町
内
会
の
ご
み
拾
い
な
ど
環

境
美
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
ご
み
減
量
の
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
た

ら
良
い
と
考
え
ま
す
か
？

Ａ
何
を
す
る
に
も
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
例
え
ば
、
過

剰
な
包
装
は
断
っ
た
り
、
生
ご

み
の
水
分
を
少
し
で
も
切
る

な
ど
、
ご
み
に
対
す
る
意
識

を
少
し
で
も
変
え
る
こ
と
が
、

ご
み
の
減
量
、
そ
し
て
町
を

き
れ
い
に
す
る
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
鹿
屋
市
衛
生
自
治
団
体
連
合
会

と
は
？

Ａ
美
し
い
郷
土
と
、
明
る
く
健
康

な
地
域
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
の
公
衆
衛
生
や
環
境
に

配
慮
し
た
実
践
活
動
の
効
果

的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
方
針
に
、
地
域
清
掃
活
動
や

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
推
進
を
行
う
団
体
で
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
の
指
導
・
啓

発
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
改

善
・
整
備
を
行
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
に
ご
み
分
別
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
考
え
て

も
ら
う
た
め
に
、「
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
塾
」
の
実
施
や
啓

発
用
の
冊
子
、
下
敷
き
の
配

布
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
総
参
加
一
斉
清
掃

や
町
内
会
独
自
の
清
掃
作
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利

用
し
て
、
竹
に
含
ま
れ
る
乳

酸
菌
等
の
微
生
物
の
働
き
で

生
ご
み
処
理
を
行
う
実
証
実

験
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
環
境
美
化
活
動
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
問
題
と
捉

え
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
啓
発
活
動
や
公
衆
衛
生

改
善
活
動
等
を
積
極
的
に
推

進
し
、
少
し
で
も
ご
み
の
減
量

化
や
環
境
保
全
に
貢
献
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ごみは資源市では処分できません

目指そう!! 分別の達人家電リサイクル品の処分方法

補助制度を行っています

生ごみ処理機器
コンポスト容器
●補助基数＝１世帯２基まで
●補 助 額 ＝１基につき購入額の２／３以内で
　　　　　　上限額は2,800円

密封発酵容器
●補助基数＝１世帯２基まで
●補 助 額 ＝１基につき購入額の２／３以内で
　　　　　　上限額は1,400円

電気式生ごみ処理機
●補助基数＝１世帯１基まで
●補 助 額 ＝購入額の２／３以内で
　　　　　　上限額は30,000円

手続方法
●対象者　＝鹿屋市に住民登録のある世帯主
●購入店舗＝鹿屋市内にある店舗
●手続期間＝購入日から90日以内
●手続場所＝市生活環境課又は各総合支所市民生活課

手続きに必要なもの
●領収書　＝販売店名、購入日、商品名が明記されたもの
●保証書　＝メーカー発行の保証書に販売店名や購入日
　　　　　　が明記されたもの
●預金通帳＝世帯主名義の預金通帳
●印　　鑑＝認印でもかまいません。

生ごみを堆肥に変換

コンポスト容器の使い方

①

②

③

④

日当たりや水
はけの良い場
所に設置しま
す。

生ごみは、小
さくして水切
りを十分にし
たものを入れ
ます。

生ごみを入れ
たら毎回土を
かぶせます。
落ち葉や草
花、石灰も混
ぜると良い。

②③を繰り返
し、容器の7分
目の高さまで
使ったら終わ
り。約半年発酵
させて堆肥に。

田中  滿江 さん
笠之原町考える人の会

田畑  博司 さん
鹿屋市衛生自治団体連合会

会長 会長

Mitue TanakaHiroshi Tabata

　「分別が分からない」と問い合わせの多い多種類の素材
でできている複合製品の分別方法を紹介します。

●金属部分が１割未満のもの

燃やせるごみ 例

フロッピー
ディスク

ビデオ
テープ

かばん

●金属部分が１割～８割未満のもの

燃やせないごみ例

ラジカセ カメラ 電気ポット

●金属部分が８割以上のもの

資源物
「その他金属類」

例

カセット
コンロ

ナイフ・
包丁類 鍋

電卓ドライヤー

使いすて
ライター

※中身を使い切る

環境美化活動は、
市民一人ひとりの

身近な問題

朝６時から始まる
ごみステーションでの

立哨活動

※新聞紙に

　包んでください※購入前に、市生活環境課にお問い合わせください。

●家電４品目
　○液晶・プラズマ・ブラウン管テレビ
　○エアコン（室外機含む）
　○冷蔵庫・冷凍庫
　○洗濯機、衣類乾燥機

ℓ

処分法①
以前に家電品を買った店か新品に買い換える店に依頼
して、リサイクル料金と店の収集運搬料金を支払う。
処分法②
廃棄する家電品のメーカーを調べ、郵便局でリサイク
ル料金を振り込み、リサイクル券を受け取る。その後、
リサイクル券を添え、引取場所である持増産業㈱

45-2690 又は久留米運送㈱ 41-6251に持ち込む。 
リサイクル料金
※リサイクル料金は各メーカーによって異なります。
詳細は家電リサイクル券センター 0120-319-640 で
ご確認ください。
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